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骨髄内移植腫癌に対する Ⅹ線並びに 60co 照射の影響
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論 文 内 容 の 要 旨

Donryu 系ラッ トの腔骨膨大部骨髄内へ W alker carcinosarcom a 256 を移植 し実験的骨腫痔を作成 し

た｡ 本膳癌の骨髄内移植によって発生させた局所腰痛は主細胞, 未分化細胞, 線維肉腫細胞並びにこれら

の変性型細胞を混じ, 人体における悪性骨腫癌にみられるような複雑多彩な混合像を呈 し, しかも主とし

て肺に高い血行性転移をみとめたことから移植後陸場発育の各過程において線量, 線質を異にするⅩ線,

60Coγ線を局所照射 したのち, 照射後移植腫場の経日的変化並びにその肺転移形成との関係を追究 し, さ

らに線量を異にするX 線と制癌剤との併用実験を同様に行ない, 経 目的 にその変化を観察 し検討を加え

た ｡

移植後 7 日目, 14日目に 500r,1500r,2500r の局所 1回照射を行ない, 照射後 3 日目, 7 日目, 14日

目に観察 した｡ 肺転移との関係は移植後 3 日目照射群を追加実験 した｡

本膳癖はかなり高い放射線感受性を示 しており, 腫癌の大きさは線量にほぼ比例 して縮少するかあるい

は増大を抑制する傾向を示 し, とくに 1500r,2500r 照射群では著明な効果がみ とめ られた｡ すなわち

｢レ｣ 線学的には対照群に比較 して骨破壊, 吸収, 骨膜部 Spicula 様骨新生等の変化が少 く, 骨皮質の

硬化が著明となり, しばしば陸療内にも硬化像がみられ腰療周辺分界像が鮮明化 して くる傾向がみとめら

れた｡ 組織学的には細胞質, 核は濃縮 し, クロマチンは塊状 に圧排 され, 空胞変性に陥ったものが増加

し, 細胞の大小不同性がさらに著明とな り, 相対的に巨大細胞の増加を伴い, 腫癌細胞の減少, 消失とと

もに崩解 した陸湯細胞の残骸と考えられる無構造組織が著 しく広範にみられるものがあり, しばしば不可

逆的と思われるほどの強い変性, 破壊をきたしているものがあった｡ これら諸変化は移植後早期照射群ほ

どより強い治癒効果がみられた｡

肺転移形成については, 原肺癌照射によって転移が促進される傾向はなく, む しろ抑制的に作用 してお

り, とくに 1500 r,2500 r 照射の場合移植後早期照射を行なった実験群の方が晩期照射群よりもより高い

転移抑制率を示 したが, 晩期照射群の中では有意差を全 くみとめないものも多かった｡ また照射群の肺転
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移結節は対照群に比べて明らかにその数が少い傾向を示 したが, 肺転移結節そのものは比較的大きなもの

が しばしばみられた｡

Ⅹ線と 60Co の問には照射効果の有意の差はみとめ得なかったが, これは使用 したラッ ト下肢における

陸癌の容積がきわめて小さいため透過する線量差が少 く, 線質による影響は少なかったものと考える｡

Ⅹ線照射と化学療法を併用 した実験群の方が放射線単独照射群よりも肺転移率の減少, 原陸疫の発育抑

制という点からすれば明らかにより優れた成績を示 したことから両者の相加的作用を示す場合もあること

がうかがわれるが, 前者においては早期死亡例がより多くみられたことから照射線量と化学療法剤の量的

限界についてはさらに慎重な検討を必要とすると考えられる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

著者は, D onryu 系ラットの腔骨膨大部骨髄内に W alker carcinosarcom a 256 を移植 して実験骨腫癌

を作成 し, その増殖と肺転移に対するⅩ線ならびに 60Co 照射の影響にらいて研究を行なった.

実験成績 : (1 ) 本実験腫癌は著 しい放射線感受性を有 しており, 腔癌は照射量に比例 して破壊され縮

少 した｡ 組織学的にも腫癌細胞の強い破壊がみられた｡ この効果は移植後早期に照射を行なったもの程大

であっ.た｡ ( 2 ) 肺転移形成も原腰痛照射によって抑制された｡ 照射群の肺転移結節は対照群に比 して明

らかにその数が少ないが, 結節は比較的大きいものが多いようである｡ ことに大量照射の場合に肺転移抑

制効果が著明であった｡ (3 ) Ⅹ線照射と化学療法の併用では, その相加的効果が認められた｡ (4 ) 本

実験では, Ⅹ線と 60Co の効果の問に有意の差はみられなかった｡

この実験は骨腫痔の放射線療法, ことに肺転位抑制に関する基礎的研究であって, 骨腫療治療の上に益

するところがあると考える｡

本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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